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編　集　後　記

　本号は，2 編の原著と，3 編の研究報告，2 編
の症例報告，1編の施設近況報告からなっている．
多くのアウトプットがなされていることは喜ばし
いことで，日本臨床栄養代謝学会の活力の源であ
る．
　１つでも論文を書くには相当な努力がいる．論
文の研究計画や内容は言うまでもないが，言葉の
使い方も重要である．よくあるのは，食事ではた
んぱく質，生化学ではタンパク質であるが，蛋白
質は蛋が当用漢字でなかったため以前は学術的に
は使われてなかったり，PEG は経皮内視鏡的胃
瘻造設術という手術名称であったり，なかなか難
しい．また引用文献が決められたように記載され
ているかも重要で，査読者の論文に対する印象を

大きく変える．こうした細部にわたる努力をたく
さんしても，査読者からいくつもの指摘がされる．
何度も何度も何度も論文のやりとりをして，くじ
けず頑張ってやっと掲載となる．そこには年齢も
なければ職種もない．初志貫徹を果たす著者と鬼
手仏心の心構えを備えた査読者のみが存在する．
ともに学会の宝である．心から感謝申し上げたい．
と同時にしっかり読破し，精神とともに学んでゆ
きたい．
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